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研
究
概
要
　
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
と
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
従
来
の
子
ど
も
観
か
ら
は
予
想
だ
に
で
き
な
か
っ
た
事
件
で
あ
る
。
な
か
に
は
殺
人
の
被
害
者
・
加
害
者
に
な
る
と
い
う
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
結
末
を
迎
え
た
悲
劇
も
少
な
く
な
い
。
現
代
社
会
の
病
い
を
象
徴
す
る
も
の
と
片
付
け
る
に
し
て
は
深
刻
で
あ
る
。
こ
う
し
た
否
が
上
に
も
、
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
き
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
学
問
研
究
の
状
況
は
旧
態
依
然
と
し
た
安
定
の
域
を
脱
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
　
こ
の
共
同
研
究
の
出
発
に
は
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
叙
上
の
現
状
認
識
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
見
え
な
く
な
っ
た
子
ど
も
、
見
え
て
来
な
く
な
っ
た
子
ど
も
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に
は
、
旧
来
の
守
備
範
囲
で
は
無
理
で
あ
る
。
種
々
多
彩
に
噴
出
す
る
子
ど
も
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
体
を
つ
か
む
た
め
に
は
、
多
様
な
分
野
か
ら
の
学
際
的
共
同
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
。
　
子
ど
も
史
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
さ
れ
た
の
は
教
育
学
、
教
育
史
の
分
野
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
学
校
教
育
の
制
度
史
の
枠
が
優
先
し
、
学
習
老
と
し
て
の
子
ど
も
の
実
態
に
遠
い
。
ま
し
て
、
学
校
外
の
子
ど
も
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
充
分
な
捕
捉
に
至
っ
て
い
な
い
。
　
歴
史
学
に
お
い
て
も
、
民
衆
史
の
流
れ
は
あ
る
が
、
具
体
的
に
子
ど
も
は
ど
う
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
戸
主
と
し
て
の
男
子
の
歴
史
が
一
般
化
し
子
ど
も
の
実
像
は
見
え
て
来
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
民
俗
学
、
文
化
人
類
学
、
心
理
学
等
の
研
究
の
方
に
子
ど
も
が
姿
を
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
て
も
、
牧
歌
的
「
童
」
と
間
引
き
・
子
殺
し
の
「
闇
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
交
錯
す
る
、
実
像
と
は
縁
遠
い
も
の
と
な
っ
た
。
本
来
は
子
ど
も
史
の
中
核
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
教
育
学
や
歴
史
学
へ
の
批
判
は
そ
れ
な
り
に
受
け
と
め
る
こ
と
と
し
、
目
下
子
ど
も
に
注
目
し
、
鋭
い
問
題
意
識
を
も
っ
て
成
果
を
挙
げ
て
い
る
関
連
諸
科
学
に
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
相
互
交
流
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
歴
博
の
共
同
研
究
の
趣
旨
と
も
一
致
す
る
。
も
と
よ
り
、
共
同
研
究
を
通
し
て
日
本
子
ど
も
史
の
基
本
的
構
成
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
個
々
の
関
連
諸
科
学
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
学
際
研
1
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究
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
意
義
を
求
め
た
。
こ
の
共
同
研
究
の
表
題
を
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
子
ど
も
史
の
基
礎
的
研
究
L
と
し
た
所
以
で
あ
る
。
研
究
経
過
「
日
本
　
こ
う
し
た
趣
旨
を
共
有
し
た
館
内
の
福
田
ア
ジ
オ
、
岩
本
通
弥
、
高
橋
敏
が
事
務
局
と
な
り
、
外
部
の
研
究
者
の
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
歴
博
の
共
同
研
究
は
期
間
三
力
年
、
各
自
が
公
務
を
も
ち
、
活
動
空
間
を
異
に
す
る
。
ま
た
、
予
算
上
の
制
約
も
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
三
年
後
に
総
合
的
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
各
自
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
相
互
の
刺
激
的
交
流
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
共
同
研
究
員
に
な
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
て
、
平
成
元
年
四
月
次
の
よ
う
な
研
究
ス
タ
ッ
フ
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
高寺本山箕保梅太
橋本田田浦立村田
　　和厳康道佳素
敏潔子子子久代子
福
田
ア
ジ
オ
郡
山
女
子
大
　
近
世
史
に
お
け
る
子
ど
も
史
研
究
暁
学
園
短
期
大
学
　
近
世
史
に
お
け
る
子
ど
も
史
研
究
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
　
中
世
史
に
お
け
る
子
ど
も
史
研
究
岡
山
大
学
文
学
部
　
文
化
人
類
学
か
ら
み
た
子
ど
も
史
東
洋
大
学
付
属
牛
久
高
等
学
校
　
口
承
文
芸
か
ら
み
た
子
ど
も
史
お
茶
水
女
子
大
学
家
政
学
部
　
児
童
学
か
ら
み
た
子
ど
も
史
愛
知
教
育
大
学
第
一
部
　
人
文
地
理
学
か
ら
み
た
子
ど
も
史
歴
史
研
究
部
　
総
括
近
代
史
に
お
け
る
子
ど
も
史
研
究
民
俗
研
究
部
　
村
落
社
会
に
お
け
る
子
ど
も
史
　
岩
本
　
通
弥
　
民
俗
研
究
部
　
都
市
社
会
に
お
け
る
子
ど
も
史
　
歴
史
学
、
教
育
学
、
民
俗
学
、
文
化
人
類
学
、
地
理
学
、
心
理
学
等
の
関
連
諸
科
学
を
包
括
す
る
学
際
的
体
制
が
一
応
は
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
そ
し
て
、
各
自
が
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
接
し
た
こ
と
の
な
い
研
究
者
と
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
、
年
三
回
ぐ
ら
い
子
ど
も
を
め
ぐ
る
何
か
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
草
深
い
佐
倉
市
の
歴
博
に
集
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
年
度
一
回
は
相
互
の
視
点
や
方
法
を
実
地
に
交
流
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
調
査
地
を
設
定
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
　
三
年
次
に
わ
た
っ
た
研
究
会
、
共
同
調
査
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
　
初
年
度
で
あ
る
平
成
元
年
度
に
お
い
て
は
、
以
下
の
四
回
の
研
究
会
を
開
催
し
た
。
　
第
一
回
（
一
九
八
九
・
七
・
十
四
…
歴
博
第
二
会
議
室
に
て
）
　
　
研
究
発
表
　
高
橋
　
敏
「
近
世
村
落
の
子
ど
も
ー
産
泰
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
l
」
　
　
協
　
　
議
　
研
究
会
開
催
に
際
し
て
の
基
本
方
針
等
　
第
二
回
（
一
九
八
九
・
十
・
二
十
八
～
二
十
九
‥
名
古
屋
市
名
龍
に
て
）
　
　
研
究
発
表
　
太
田
素
子
「
近
世
農
村
社
会
に
お
け
る
少
子
化
と
子
育
て
意
識
の
　
　
　
　
　
　
　
変
容
に
関
す
る
心
性
史
的
研
究
」
　
　
　
　
　
　
　
梅
村
佳
代
「
幕
末
の
民
衆
と
文
化
－
伊
勢
国
の
寺
子
屋
の
分
析
を
　
　
　
　
　
　
　
中
心
に
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
保
立
道
久
「
成
女
式
の
年
齢
と
し
て
の
十
二
、
三
歳
」
　
　
　
　
　
　
　
箕
浦
康
子
「
人
の
成
長
と
文
化
－
一
つ
の
理
論
的
枠
組
み
l
」
　
　
共
同
調
査
　
　
『
桑
柏
日
記
』
と
市
内
関
係
地
の
実
見
（
三
重
県
桑
名
市
及
び
市
　
　
　
　
　
　
　
立
図
書
館
）
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第
三
回
（
一
九
八
九
・
十
二
・
九
‥
歴
博
第
二
会
議
室
に
て
）
　
研
究
発
表
　
山
田
厳
子
「
異
常
児
誕
生
の
世
間
話
」
　
　
　
　
　
　
岩
本
通
弥
「
親
子
心
中
論
の
二
つ
の
展
望
」
　
　
　
　
　
　
寺
本
　
潔
「
奥
三
河
山
間
地
域
に
お
け
る
子
供
文
化
の
変
容
－
三
　
　
　
　
　
　
世
代
遊
び
地
図
を
も
と
に
し
て
ー
」
第
四
回
（
一
九
九
〇
・
二
・
十
‥
国
立
教
育
会
館
五
〇
五
号
室
）
　
研
究
発
表
　
福
田
ア
ジ
オ
「
子
ど
も
の
民
俗
と
民
俗
学
」
　
　
　
　
　
　
本
田
和
子
「
子
ど
も
の
文
化
史
的
研
究
ー
子
と
ろ
子
と
ろ
考
－
」
　
協
　
議
次
年
度
の
研
究
計
画
二
年
度
で
あ
る
平
成
二
年
度
に
お
い
て
は
、
以
下
の
四
回
の
研
究
会
を
開
催
し
た
。
第
一
回
（
一
九
九
〇
・
五
・
二
十
五
‥
歴
博
第
二
会
議
室
に
て
）
　
研
究
発
表
　
特
別
講
師
　
塚
本
学
（
歴
史
研
究
部
）
「
幕
末
期
の
一
少
年
」
　
　
　
　
　
　
特
別
講
師
　
中
内
敏
夫
（
一
橋
大
）
「
労
働
者
家
族
の
行
う
教
育
　
　
　
　
　
　
か
ら
み
た
子
ど
も
像
」
第
二
回
（
一
九
九
〇
・
十
・
二
十
六
～
二
十
七
‥
新
潟
県
柏
崎
市
柏
崎
サ
ン
シ
ャ
　
　
　
イ
ン
ホ
テ
ル
に
て
）
　
研
究
発
表
　
太
田
素
子
「
子
ど
も
の
通
過
儀
礼
」
　
　
　
　
　
　
梅
村
佳
代
「
近
世
奉
公
人
形
成
と
教
育
」
　
共
同
調
査
　
　
『
桑
柏
日
記
』
と
市
内
関
係
地
の
実
見
（
柏
崎
市
桑
名
藩
陣
屋
関
　
　
　
係
お
よ
び
黒
船
館
）
第
三
回
（
一
九
九
〇
・
十
二
・
七
‥
歴
博
第
二
会
議
室
に
て
）
　
研
究
発
表
　
山
田
厳
子
「
他
界
へ
帰
る
子
ど
も
」
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
敏
「
村
の
読
み
書
き
と
子
ど
も
」
　
　
　
　
　
　
本
田
和
子
「
子
ど
も
の
文
化
史
的
研
究
」
第
四
回
（
一
九
九
一
・
三
・
二
十
四
‥
歴
博
第
二
会
議
室
に
て
）
　
研
究
発
表
　
岩
本
通
弥
「
韓
国
の
子
ど
も
た
ち
と
同
伴
自
殺
」
　
　
　
　
　
　
寺
本
　
潔
「
子
ど
も
の
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
環
境
知
覚
と
地
図
に
つ
　
　
　
　
　
　
い
て
」
　
　
　
　
　
　
保
立
道
久
「
三
年
寝
太
郎
の
原
像
」
　
協
　
　
議
　
次
年
度
の
研
究
計
画
平
成
三
年
度
に
お
い
て
は
、
以
下
の
三
回
の
研
究
会
を
開
催
し
た
。
第
一
回
（
一
九
九
一
・
六
・
二
十
九
‥
歴
博
第
二
会
議
室
に
て
）
　
研
究
発
表
　
福
田
ア
ジ
オ
「
男
子
は
父
に
、
女
子
は
母
に
」
　
　
　
　
　
　
本
田
和
子
「
江
戸
期
の
出
産
を
め
ぐ
っ
て
」
第
二
回
（
一
九
九
一
・
十
・
二
十
五
～
二
十
七
‥
会
津
若
松
市
及
び
福
島
県
立
博
　
　
　
物
館
）
　
研
究
発
表
　
太
田
素
子
「
堕
胎
の
心
性
史
的
研
究
」
　
　
　
　
　
　
岩
本
通
弥
「
捨
て
児
の
日
韓
比
較
」
　
特
別
講
師
　
菊
池
健
策
「
犬
供
養
と
産
神
信
仰
」
　
共
同
調
査
　
会
津
若
松
市
内
第
三
回
（
一
九
九
二
・
三
・
二
十
七
‥
歴
博
第
二
会
議
室
）
　
研
究
発
表
　
高
橋
　
敏
「
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」
　
　
　
　
　
　
梅
村
佳
代
「
近
世
志
摩
国
の
寺
子
屋
」
　
　
　
　
　
　
寺
本
　
潔
「
ア
メ
リ
カ
の
子
ど
も
の
遊
び
と
文
化
」
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協
議
　
研
究
の
ま
と
め
・
研
究
報
告
書
の
編
集
と
刊
行
に
つ
い
て
　
一
年
次
は
各
自
の
自
己
の
研
究
紹
介
を
か
ね
て
専
門
分
野
か
ら
の
発
表
を
中
心
に
行
っ
た
。
ま
た
、
共
同
調
査
と
し
て
近
世
の
子
ど
も
関
係
資
料
『
桑
柏
日
記
』
の
舞
台
と
な
っ
た
桑
名
市
域
を
実
地
見
分
し
た
。
　
二
年
次
は
、
冒
頭
に
塚
本
学
氏
、
中
内
敏
夫
氏
を
招
請
し
て
歴
史
学
・
教
育
学
か
ら
の
最
新
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。
つ
づ
い
て
、
一
年
次
を
受
け
て
の
共
同
研
究
員
の
発
表
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
討
議
、
そ
し
て
研
究
会
終
了
後
の
懇
談
と
相
互
の
刺
激
に
富
ん
だ
交
流
が
実
現
さ
れ
た
と
思
う
が
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
ひ
と
つ
の
共
有
の
成
果
物
に
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
共
同
調
査
は
前
年
の
桑
名
に
つ
づ
き
、
も
う
ひ
と
つ
の
舞
台
越
後
柏
崎
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
行
わ
れ
た
。
　
最
終
年
度
の
三
年
次
は
ま
と
め
の
年
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
務
局
の
体
制
が
整
わ
ず
、
二
年
次
の
延
長
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
熱
心
な
外
部
の
共
同
研
究
員
の
精
力
的
発
表
と
意
欲
溢
れ
る
質
疑
に
励
ま
さ
れ
て
研
究
会
は
維
持
さ
れ
た
。
　
四
年
次
に
は
、
三
年
間
の
共
同
研
究
の
成
果
を
研
究
報
告
書
に
ま
と
め
る
仕
事
が
の
こ
さ
れ
た
。
漸
く
曲
が
り
な
り
に
も
平
成
五
年
三
月
全
員
の
原
稿
が
集
ま
り
、
刊
行
の
途
が
開
か
れ
た
。
前
年
九
月
末
日
の
〆
切
を
厳
守
さ
れ
た
本
田
和
子
氏
は
じ
め
、
年
末
ま
で
に
続
々
と
寄
せ
ら
れ
た
各
氏
に
対
し
て
御
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。
　
こ
の
間
、
館
内
事
務
局
の
岩
本
通
弥
氏
が
二
年
次
に
東
海
大
学
に
転
出
、
ま
た
四
年
次
福
田
ア
ジ
オ
氏
も
新
潟
大
学
に
転
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
高
橋
一
人
が
館
内
事
務
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
最
後
に
館
内
事
務
局
の
数
々
の
不
手
際
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
研
究
会
の
運
営
に
は
協
力
を
惜
ま
ず
、
い
っ
ぽ
う
学
問
研
究
に
あ
っ
て
は
真
執
な
態
度
を
貫
い
て
い
た
だ
い
た
館
外
の
共
同
研
究
員
の
各
位
に
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）
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